
小中一貫カリキュラム算数数学に関する研究

算数（小学校）から数学（中学校）への円滑な接続をするための指導の研究
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２００８年度に小中一貫校として開校予定の止々呂美小学校と止々呂美中学校における小中

一貫算数数学研究部会とも連携し、次の各研究をおこなってきた。なお同研究は今年度で２

年目にあたる。

① 小学校の授業内容と中学校の内容との関連づけを、経験的かつ実践的に行う。

② 中学校と小学校の指導内容のエアポケット＜はざまの教材＞になっているところを整理

し、小学校あるいは中学校での補充教材として取りあげることで、その部分の解消をはか

る。

③ 小学校と中学校間の授業見学を積極的に行い、お互いの交流と理解を深める。

④ 小規模校の特徴を生かした指導のあり方を追求する。

⑤ 昨年度に研究員でまとめた『小中の指導の留意点』を改定していく。

⑥ 小中の流れとともに小学校の６年間の円滑な授業の流れも研究していく。



Ⅰ はじめに

小学校から中学校になり、算数が数学に変わったとたんに、つまづいたり嫌いになったりす

る生徒が多いとよく指摘される。その一因に算数科から数学科への学習内容の連続性を十分考

慮した指導がなされていないことがあると思われる。そこで、その実態を具体的に調べ、円滑

なつながりができるような方策を研究していくこととなった。

Ⅱ 研究内容

① 小学校の授業内容と中学校の内容との関連づけを、経験的かつ実践的に行う。

小学校の教科書にそって、小学校の算数で教える内容がどのように中学校の数学につなが

っていくかを具体的に明らかにすることで、指導のポイントや方向性や発展性を確認してい

く。また逆に、中学校の数学で教える内容が小学校の算数からどのようにつながってきてい

るかという観点からのまとめもおこなっていく。

② 中学校と小学校の指導内容のエアポケット＜はざまの教材＞になっているところを整理し、

小学校あるいは中学校での補充教材として取りあげることで、その部分の解消をはかる。

＜比例配分＞など重要な事項であるにもかかわらず、教科書においては小学校でも中学校

でもあつかわれていない内容（あつかわれていても＜発展的内容＞になっている）がかなり

多くみられる。それらにスポットをあてて教材化していくことで、算数から数学への流れを

いっそう円滑なものにしていく。

③ 小学校と中学校間の授業見学を積極的に行い、お互いの交流と理解を深める。

教えている内容はわかっていても実際にどのような形で指導がなされているのかをお互い

に知り合うことは大切だと思われる。さらに小学生と中学生の実態や授業の進め方のちがい

を知ることなども大いに参考になる。



④ 小規模校の特徴を生かした指導のあり方を追求する。

小規模校だからこそできる、個人の状況のくわしい把握や少人数授業の利点をいかした指

導を研究実践し、学力の向上に役立てていく。

⑤ 昨年度に市の研究員でまとめた『小中の指導の留意点』を改定していく。

今年度から小学校、来年度からは中学校の教科書が変わり、『発展的な内容』を本格的に

あつかうことになってきた。そこで『小中の指導の留意点』の内容を再点検すると共に小中

学校の先生に説明する機会を設定する。

⑥ 小中の流れとともに小学校の６年間の円滑な授業の流れも研究していく。

小学校ではどうしても学年ごとに担任が変わることや教科の専門性のちがいから指導の一

貫性が失われやすい状況にあるといえる。そこで小学校の６年間の指導の流れについても研

究を進めていく。

Ⅲ 今年度の重点研究

１） ６年生の授業内容と中学校の内容との関連づけを行う。～資料１

２） 研究の過程で見つかった＜はざまの教材＞について、小学校または中学校の教材として

の具体化を研究する。～資料２

３） 小中の流れの観点から、今年度から小学校の教科書に導入された＜発展的学習内容＞に

ついてのあつかい方について検討を加える。

４） 現状の児童や生徒のについての情報交換を行う。

５） 小学校と中学校間の授業見学を積極的に行い、お互いの交流と理解を深める。

６） 小中で＜算数から数学への流れを重視した研究授業＞を行う。～資料３

第１回／止々呂美中学校２年生『連立方程式の解き方』（５月２５日実施）

第２回／止々呂美小学校６年生（６月２日実施）

第３回／止々呂美中学校１年生『方程式の解き方』（６月２３日実施）

第４回／止々呂美中学校３年生『三平方の定理の利用』（１１月１０日実施）

第５回／止々呂美小学校６年生『比を簡単にする』（１月２４日実施）

７） 研究発表（授業改革研修発表）を行う。（１月２４日実施）～資料４



























































資料４

２００６年１月２４日

研究発表会のまとめ

授業者（止々呂美小 角谷）より

・比の大きさという言い方が適当なのか、比の大きさとは比の値のことなのか、比が等しいと

いうのはどういうことなのかなど、意識してやってみると、比についての言葉の意味とその

使い方がけっこう難しいことに戸惑った。

・「野球の試合で、得点が２：３だった。」など、比を日常生活の場面に結びつけて話をする

と、誤解してしまうことも多かった。

質疑応答

・はざまの教材については箕面小でも以前から取り組んでおり、その必要性を実感した。

・最大公約数と最小公倍数を求めるとき、はしご算を知らなくても工夫で乗り切れる部分もあ

ると思う。教えるなら概念の形成も必要にならないか。

・割合に限らず、最近の教科書は理科との関連性が考慮されていないことが多い。

・中学校の教師は小学校の内容をしっかり確かめておくべきだ。

発表者（止々呂美中 平井）より

・教材の流れ図や指導観点の整理など形を整えることより、今すぐ現場で役立つようなものを

目指して取り組んできた。教科書を前にしての現実的な作業なだけに、認識のちがいや見落

としによる単純なミスなどもあり、何度も改定を加えてきたが、これからも多くの現場の教

師の意見を聞いて、より実践的な資料（手引き）にしていけるようにと思っている。次年度

は中学校の教師向けに、小学校の実態を理解し円滑に中学校の内容につなげてもらえるよう

な資料の研究に取り組みたいと思っている。

・小中一貫の取り組みを先進的に取り組んでいるところでは、中学校の教材を先取りする傾向

が強いが、それがエスカレートすると小学校の負担が増すので、あくまで小学校の判断で教

えた方が便利で授業もやりやすいという項目に限るべきだと思っている。

・図のとらえ方など小中の思考のちがいもはざまの教材になるかもしれない。

講師（高知大学助教授 中野俊幸先生）より

・教科書の発展的内容はやるべき内容ものだといえる。

・教科書には同じことは２度と出てこないので、絶えず前学年までの学習内容を補いながら授

業をしていかなくてはならない。

・中学校の内容を積極的に小学校で教えてもよい。

・こどもたちの不完全なアイデアを完全にしていくプロセスが大事である。

・比は拡大縮小から導入するとわかりやすい。

・「＝」には演算の「＝」と等しいという「＝」があり区別されなくてはならない。

・止々呂美は小中の教師が連携して教材研究が先進的に取り組まれておりすばらしい。

・授業を構成する３つの視点、「教材、教具の開発」「必要性、必然性」「数学性」を意識し

なくてはならない。

・１０歳の壁という言葉がある。小学校４年生まではしっかり図を描かせて具体性を持たせる

ことが必要だ。

・幾何（図形）は実物を作るところから始めさせたい。


